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概要； 

 置戸町秋田の図 1 の地点では、道路と河川に被害が発生していた。調査地点は訓子府川が支流と

合流する点で、町道が訓子府川を渡りながら並行している。 

町道は盛土が約 85m にわたり崩落し、土砂が畑地に流出した(図 2、図 3)。被災箇所は東側がや

や高く、路面上を流下した大量の雨水の影響と考えられる。この道路被災箇所でも訓子府川からの

越水などの直接的な影響は見受けられなかった。 

河川では図 1 で東側にある支川と西側の本川で被害を確認した。図 4、図 5の支川の被災箇所で

は橋（ボックスカルバート）の直下流で河岸が浸食され、護岸ブロックの背面も浸食されたと推測

される。本川では、幸川橋の下で護床ブロックの部分的な変状が発生した（図 6）。橋の直上流の

屈曲部では図 7のように河岸が浸食を受けた。この河岸浸食箇所では、年代の違う布団かごが施工

されており、過去にも繰り返し対策が行われていたものと考えられる。なお、幸川橋の左岸側橋台

では、図 8のように背面土が若干流出していたが今回の豪雨によるものかは不明である。 

 

図 1 被災箇所見取り図（地理院地図に加筆） 
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図 3 道路被災箇所（西向きに撮影） 

図 2 道路被災箇所全景（西向きに撮影） 
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図 5 支川の河岸浸食と護岸ブロックの変状 図 4 支川被災箇所全景 

図 7 本川の河岸浸食 図 6 本川護床ブロックの変状 

図 8 橋台背面土の部分的流出 


